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Ⅰ．はじめに

1. 研究背景

台湾では長年、高齢者の世話は家で家族がするという考えが主流であった。しかし、少

子高齢化や夫婦共働きの増加など、家族形態の変化もあり、家族だけでは高齢者の介護が

できなくなった。現在、高齢者介護を担う人手が不足しているという問題もある。

しかし、3K（3D）の影響で、介護産業に就職を望む台湾人は多くない。現実に台湾で

は「照顧服務員（ヘルパー）」の資格を持っている人が介護の仕事を選ばないという現実も

ある。1989 年に外国人労働者の受け入れをはじめた政府は、介護人手不足解消のため、

1992 年から外国人ホームヘルパーの受け入れを始めた。現在、ホームヘルパーの 9 割以

上がインドネシア、フィリピン、ベトナムからの外国人で占められている。

2. 問題点

台湾における外国人ホームヘルパーの言語力、介護技術などがまだ不十分な状況のなか、

ヘルパーを雇用している者の満足感や評価はどうなのか不明なことが多い。また、外国人

ホームヘルパーは日常生活の会話ができたとしても、緊急時に要介護高齢者に応急処置を

施すことができるかどうか課題がある。

3. 研究目的と意義

本研究では、台北市における外国人ホームヘルパーの介護業務の実態を把握し、外国人

ホームヘルパーの介護業務の困難点を雇用者の視点から明らかにすることを目的とした。

外国人ホームヘルパーにとって介護業務のどんな点が困難かを理解できれば、制度面で

の改善や雇用者側で工夫をもって、要介護高齢者の QOLの向上に寄与することができる。

また、コミュニケーションや介護技術でこれまでのヘルパーに雇用者が苦労した点が整

理できれば、それを外国人ホームヘルパーが学ぶことで、今後外国人ホームヘルパーに継

承していくことができる。本研究は、こうした外国人ホームヘルパーに対するあり方に提

言を試みようとするものである。

Ⅱ．研究方法

4. 調査対象

台北市で外国人ホームヘルパーの雇用経験がある要介護高齢者の家族介護者を対象とし

た。インドネシア籍の外国人ホームヘルパーの雇用経験がある人 3 人、ベトナム籍の外国

人ホームヘルパーの雇用経験がある人 3 人、フィリピン籍の外国人ホームヘルパーの雇用

経験がある人 3 人を対象とし、それぞれ各項目にしたがって、インタビュー調査を行った。

5. 調査方法

データ収集のため、外国人ホームヘルパーの高齢者介護評価について、外国人ホームヘ

ルパーの雇用経験がある 9 人の雇用者に対してインタビュー調査を行った。インタビュー

ガイドを作り、インタビューガイドに基づいた半構造化面接(semi-structured interview)

を行った。調査対象者の抽出方法はスノーボールサンプリング（snowball sampling）で

行った。
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調査票の質問項目

1)研究対象者および外国人ホームヘルパーについての個人データに関する項目

2)外国人ホームヘルパーとのコミュニケーションでの困難さについてプロセス変化に関

する項目

3)外国人ホームヘルパー介護業務の困難点についてのプロセス変化

4)文化の相違に基づく困難性のついてのプロセス変化

5) 外国人ヘルパーのコミュニケーション、介護、文化に対する雇用者側の対応について

6. 分析方法

分析は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ、M-GTA（Modified Grounded

Theory Approach を用いた。10）

7. 倫理的配慮

本研究は桜美林大学院研究倫理委員会の承認（承認番号 14030）を得たうえで、外国人

ホームヘルパーを雇用している要介護者の家族介護者 9 名を対象とした。

Ⅲ．結果と考察

分析の結果、台湾における外国人ホームヘルパー雇用の過程に関する 6 個のカテゴリー

と 28 個の概念を生成した。概念とカテゴリーの関係について、ストーリーライン（結果図）

を示して説明する（参照）。カテゴリーを【 】、概念を＜ ＞、インタビューの叙述部分

を『 』で示す。

カテゴリーとして【外国人ホームヘルパーを雇用する理由】【外国人ホームヘルパーを

雇用する準備】【介護現場での雇用側が困ること】【問題解決への対応】【外国人ホームヘル

パー側の変化】【雇用者側で良いと感じたこと】の 6 つ抽出された。

カテゴリー間の関係について【外国人ホームヘルパーを雇用する理由】は、要介護者の

状態により＜要介護者の心身の状況＞、雇用者家族で介護できないことである＜家族だけ

で介護できない＞、雇用して要介護者を看しほしいという＜安全で安心な介護ができる＞

という 3 つの概念により生成された。この結果、【外国人ホームヘルパーを雇用する理由】

から＜斡旋会社を介して訓練を受けた人を探す＞と＜経験が豊富なヘルパーがよい＞、＜

台湾語のできる人に来てほしい＞という【外国人ホームヘルパーを雇用する準備】へと繋

がっていた。

また、来台後、外国人ヘルパーが実際仕事中にあらわれた問題という【介護現場での雇

用側が困ること】は言語面、介護面、文化面の 3 つが示された。言語面について、＜コミ

ュニケーションの困難＞が＜コミュニケーション方法の工夫＞と＜要介護者により話す言

葉が異なること＞に、＜介護の技術が十分でない＞が＜繰り返して介護技術を修得させる

＞という【問題解決への対応】へとつながっていた。

【介護現場での雇用側が困ること】の介護面について、＜監視が必要＞、＜介護の技術

が十分でない＞、＜介護の仕事への熱意がないこと＞が＜見本を見せる＞、＜繰り返して

介護技術を修得させる＞、＜定めれた仕事の範囲に専念してもらう＞に、＜介護技術が上

達する＞という【外国人ホームヘルパー側の変化】へとつながっていた。
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【介護現場での雇用側が困ること】の文化面について、＜仕事中に携帯電話等の私的な

ことをする＞、＜宗教的理由で豚肉を調理できない人がいる＞、＜食材を十分洗わない＞

が＜ルールやマナーを説明する＞、＜要介護者や家族と一緒に住むことで理解し合う＞、

＜雇用者側での気遣い＞に、＜台湾での生活に慣れる＞という【外国人ホームヘルパー側

の変化】へとつながっていた。

そして【問題解決への対応】については【外国人ホームヘルパー側の変化】に結ばれた。

外国人ホームヘルパーとの介護仕事についての困難対策は【介護現場での雇用側が困る

こと】を発見し、【問題解決への対応】から、【外国人ホームヘルパー側の変化】までの問

題を解決した。また、【介護現場での雇用側が困ること】の言語面について、この＜コミュ

ニケーションの困難＞が＜コミュニケーション方法の工夫＞と＜要介護者により話す言葉

が異なること＞に、＜毎日話せば、言語が上達する＞という【外国人ホームヘルパー側の

変化】へとつながっていた。

最後、【雇用者側で良いと感じたこと】は【外国人ホームヘルパー側の変化】によって

影響された。そして、＜生活の質が良くなった＞、＜安心して外出できる＞、＜雇用者の

介護負担の解消＞、＜外国人とのコミュニケーションができることになる＞を感じた。

本研究は、外国人ホームヘルパーの雇用者に焦点をあて、台北市における外国人ホーム

ヘルパーの介護業務の実態を把握し、外国人ホームヘルパーの介護業務の困難な点につい

て、雇用者の視点から明らかにすることをした。台北市在住で外国人ホームヘルパーを雇

用している人について分析を行ったが、要介護者の ADLS により分析内容が影響を受けてい

ることを考慮しなければならない。今回は、本研究の対象者は 9 名に限られたこと、女性

からの語りに偏っていたこと、都市で外国人ホームヘルパーを雇用している介護者 9 人を

事例としたことから、雇用者全体として述べることはできない、また、対象者が要介護者

の家族であることから、要介護者は雇用者の特性としてまた分からない。今後は、さらに

台湾全体の要介護者と雇用者を対象として、研究を重ねる必要がある。様本数を増やすと

ともに、他の地域で検証することが必要である。また、良い雇用でなかった例についても

検討が必要である。
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